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﹁
来
年
、
運
ぶ
と
な
る
と
北
廻
り
か
西

か
早
く
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ん
﹂
英
之

助
が
少
し
心
配
そ
う
に
言
っ
た
。
瑞
賢

は
茶
を
う
ま
そ
う
に
啜
っ
た
。
﹁
西
に

し
ま
し
ょ
う
﹂
も
う
決
め
た
の
か
、
お

主
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。

河
村
瑞
賢
の
生
涯
を
描
い
た
小
説
、

峯
崎
淳
の
﹃
大
欲
﹄︵
講
談
社

２
０
０

１
︶
の
中
の
西
廻
り
海
航
を
決
断
す
る

一
場
面
で
あ
る
。
寛
文
12
年
︵
１
６
７

２
︶
に
、
山
形
の
酒
田
を
起
点
に
北
陸

か
ら
下
関
を
経
て
、
大
阪
、
江
戸
に
至

る
西
廻
り
航
路
が
結
ば
れ
た
。
瑞
賢
は

鎌
倉
建
長
寺
に
眠
る
が
、
瑞
賢
没
後
３

０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
が
１
９
９
９
年
に

開
か
れ
、
そ
の
記
録
を
ま
と
め
た
土
木

学
会
編
・
発
行
﹃
河
村
瑞
賢
ー
国
を
拓

い
た
そ
の
足
跡
﹄
︵
２
０
０
１
︶
は
瑞

賢
の
業
跡
を
分
析
す
る
。

瑞
賢
よ
り
も
早
く
、
慶
長
19
年
︵
１

６
１
４
︶
角
倉
了
以

す
み
の
く
ら

り
ょ
う
い

は
鴨
川
の
水
を
利

用
し
て
京
都
の
中
心
部
と
伏
見
湊
を
結

ぶ
10
・
５
km
の
高
瀬
川
を
開
削
。
こ
の

運
河
は
伏
見
か
ら
淀
川
を
経
て
大
阪
に

通
じ
、
さ
ら
に
西
国
航
路
に
結
ば
れ
た
。

石
田
孝
喜
著
﹃
京
都
　
高
瀬
川
ー
角
倉

了
以
・
素
庵
の
遺
産
﹄︵
思
文
閣

２
０

０
５
︶
は
、
こ
の
運
河
開
削
に
つ
い
て
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詳
細
に
論
じ
る
。
了
以
は
、
和
気
川

︵
吉
井
川
上
流
︶
の
高
瀬
船
の
往
来
を

見
て
、
大
堰
川
・
高
瀬
川
の
開
削
を
計

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

瑞
賢
と
了
以
の
功
績
は
日
本
の
舟
運

回
廊
を
つ
く
り
上
げ
、
江
戸
期
の
流
通

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
古
島
敏
雄
は
、

幕
藩
体
制
に
お
け
る
舟
運
の
発
達
要
因

は
、
年
貢
米
の
回
送
が
必
要
性
を
持
っ

た
こ
と
、
舟
運
は
陸
上
輸
送
よ
り
安
く
、

積
載
は
運
搬
能
力
が
大
で
あ
っ
た
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。

淀
川
水
運
に
つ
い
て
、
日
野
照
正
著

﹃
畿
内
河
川
交
通
史
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文

館

１
９
８
６
︶
は
、
同
著
﹃
近
世
淀

川
水
運
史
料
集
﹄︵
同
朋
舎
出
版

１
９

８
２
︶
を
駆
使
し
て
、
関
料
免
除
の
特

権
を
有
す
る
過
書
船
を
中
心
に
、
そ
の

過
書
船
の
成
立
経
緯
、
過
書
奉
行
に
よ

る
過
書
株
占
有
や
大
船
重
視
の
姿
勢
、

幕
府
の
伏
見
船
公
許
と
過
書
船
と
の
関

係
、
過
書
船
の
運
賃
と
上
米
、
さ
ら
に

外
国
人
使
節
船
団
の
通
航
、
煮
売
茶
船

の
営
業
と
の
紛
争
な
ど
を
論
じ
る
。

高
瀬
船
は
急
流
な
山
川
を
川
瀬
の
浅

い
所
も
航
行
で
き
る
よ
う
に
底
を
平
た

く
し
た
も
の
で
、
奈
良
時
代
か
ら
あ
っ

た
と
い
う
。
利
根
川
に
も
多
く
の
高
瀬

船
が
往
来
し
た
。
渡
辺
貢
二
著
﹃
船
頭
﹄

︵
崙
書
房

１
９
７
９
︶
、
同
著
﹃
利
根

川
高
瀬
船
﹄︵
崙
書
房

１
９
９
０
︶
は
、

利
根
川
の
堺
河
岸
、
小
堀
河
岸
の
船
頭

た
ち
の
聞
き
書
き
に
よ
る
利
根
川
水
運

の
盛
衰
を
描
く
。
お
ば
あ
さ
ん
の
子
守

歌
、
﹁
ぎ
っ
こ
ん
、
ま
ん
ま
さ
ん
　
お

船
が
通
る
な
に
積
ん
で
通
る
　
ま
き
積

ん
で
通
る
　
ぎ
っ
ち
ら
　
ぎ
っ
ち
ら

こ
ぐ
は
お
え
び
す
か
、
だ
い
こ
く
か

こ
っ
ち
は
福
の
神
﹂
と
、
遠
く
な
っ
た

船
頭
さ
ん
の
原
風
景
を
口
ず
さ
む
。
千

葉
県
印
西
町
の
木
下

き
お
ろ
し

河
岸
は
、
銚
子
往

還
の
継
場
と
し
て
、
銚
子
と
船
で
連
絡

し
、
陸
路
で
江
戸
と
結
ば
れ
て
い
た
。

山
本
忠
良
著
﹃
利
根
川
木
下
河
岸
と
鮮

魚
街
道
﹄
︵
崙
書
房

１
９
８
２
︶
は
、

銚
子
沖
や
鹿
島
灘
で
と
れ
た
鯛
、
ス
ズ

キ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
を
木
下
河
岸
を
通
し

て
、
行
徳
ま
た
は
松
戸
ル
ー
ト
で
日
本

橋
市
場
へ
輸
送
す
る
推
移
を
辿
る
。

利
根
川
水
運
の
発
達
は
江
戸
市
場
の

形
成
に
大
き
な
役
割
を
持
っ
た
。
丹
治

健
蔵
著
﹃
関
東
河
川
水
運
史
の
研
究
﹄

︵
法
政
大
学
出
版
局

１
９
８
４
︶
は
、

上
信
越
・
東
北
地
方
と
江
戸
と
の
中
継

河
岸
︵
倉
賀
野
・
境
・
布
施
︶
の
史
料

に
即
し
、
領
主
的
河
川
運
輸
機
構
の
一

環
と
し
て
成
立
し
た
河
岸
、
農
村
向
け

登
り
荷
物
の
独
占
的
運
輸
業
者
・
江
戸

の
船
積
問
屋
の
盛
衰
、
前
橋
藩
の
廻
米

仕
法
や
河
岸
支
配
の
実
態
、
幕
府
に
お

け
る
川
船
政
策
、
川
船
の
種
類
や
技
術

を
追
求
し
、
河
川
水
運
を
都
市
の
発
達
、

農
村
構
造
の
商
品
化
、
さ
ら
に
商
品
の

流
通
化
と
の
密
接
な
関
連
の
視
点
か
ら

捉
え
る
。

渡
辺
英
夫
著
﹃
近
世
利
根
川
水
運
史

の
研
究
﹄
︵
吉
川
弘
文
館

２
０
０
２
︶

で
は
、
特
に
水
戸
藩
が
藩
領
域
を
越
え

古賀邦雄
こがくにお

水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年（昭和42）西南学院大学卒業
水資源開発公団

（現・独立行政法人水資源機構）に入社
30年間にわたり

水・河川・湖沼関係文献を収集
2001年退職し現在、日本河川開発調査会

筑後川水問題研究会に所属
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工
事
を
行
な
い
、
江
戸
と
川
越
を
結
ぶ

運
河
が
完
成
し
た
。
斉
藤
貞
夫
著
﹃
川

越
舟
運
﹄︵
さ
き
た
ま
出
版
会

１
９
８

２
︶
に
、
新
河
岸
川
舟
運
の
盛
衰
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

上
・
下
新
河
岸
、
扇
、
寺
尾
、
牛
子

の
５
河
岸
が
発
展
を
遂
げ
、
舟
は
高
瀬

船
で
、
70
〜
80
石
積
で
米
俵
で
２
５
０

〜
３
０
０
俵
を
積
ん
だ
。
舟
の
種
類
は
、

並
船
は
浅
草
花
川
戸
ま
で
一
往
復
７
日

〜
20
日
ほ
ど
か
か
る
不
定
期
便
の
荷
船
、

早
船
は
乗
客
を
主
と
し
て
運
ぶ
屋
形
船
、

急
船
は
一
往
復
４
日
ほ
ど
か
か
る
荷
船
、

飛
切
船
は
今
日
下
っ
て
明
日
上
る
特
急

便
で
あ
っ
た
。
川
越
方
面
か
ら
は
俵
物

︵
米
、
麦
、
穀
物
︶、
さ
つ
ま
い
も
や
農

産
物
、
木
材
な
ど
を
運
び
、
江
戸
か
ら

肥
料
類
を
は
じ
め
日
用
雑
貨
を
運
ん
だ
。

舟
運
の
全
盛
期
は
幕
末
か
ら
明
治
初

年
で
、
明
治
28
年
に
川
越
鉄
道
、
続
い

て
川
越
電
気
鉄
道
、
東
上
鉄
道
が
開
通

す
る
と
舟
運
の
輸
送
が
低
下
、
水
害
を

防
ぐ
河
川
改
修
に
よ
っ
て
流
路
が
真
っ

直
ぐ
と
な
り
、
水
量
が
保
て
ず
昭
和
６

年
、
舟
運
は
幕
を
閉
じ
た
。

新
河
岸
川
舟
運
に
関
し
、
斉
藤
貞
夫

著
﹃
武
州
・
川
越
舟
運
［
新
河
岸
川
の

今
と
昔
］
﹄
︵
さ
き
た
ま
出
版
会

１
９

９
０
︶、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

編
﹃
新
河
岸
川
の
水
運
﹄
︵
埼
玉
県
県

政
情
報
資
料
室

１
９
８
７
︶、
上
福
岡

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
・
発
行
﹃
新

河
岸
川
︵
舟
運
︶
の
福
岡
・
古
市
場
河

岸
﹄︵
１
９
９
０
︶、
同
﹃
新
河
岸
川
舟

運
　
九
十
九
曲
が
り
の
船
頭
と
船
大

工
﹄
︵
１
９
９
４
︶
、
花
井
泰
子
・
文
、

ま
え
だ
け
ん
・
絵
﹃
新
河
岸
川
の
八
助
﹄

︵
け
や
き
出
版

１
９
９
０
︶
の
書
が
み

ら
れ
る
。

終
わ
り
に
、
関
東
地
方
の
河
川
水
運

に
つ
い
て
、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料

館
編
・
発
行
﹃
荒
川
の
水
運
﹄
︵
１
９

８
７
︶、
同
﹃
元
荒
川
の
水
運
﹄︵
１
９

９
１
︶、
玉
川
上
水
通
船
研
究
会
編
著

﹃
玉
川
上
水
通
船
史
料
集
﹄︵
た
ま
し
ん

地
域
文
化
財
団

１
９
９
８
︶、
松
戸
市

立
博
物
館
編
・
発
行
﹃
特
別
展
　
川
の

道
　
江
戸
川
﹄︵
２
０
０
３
︶、
北
野
道

彦
著
﹃
利
根
運
河
﹄︵
崙
書
房

１
９
７

６
︶、
工
藤
忠
道
著
・
発
行
﹃
那
珂
川

の
歴
史
﹄︵
１
９
９
１
︶、
杉
山
久
吉
著

﹃
相
模
川
の
船
﹄︵
平
塚
市
教
育
委
員
会

１
９
７
３
︶
、
進
藤
文
夫
著
・
発
行

﹃
相
模
川
の
渡
船
　
付
　
舟
運
と
筏
流

し
﹄︵
１
９
７
９
︶
を
掲
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
河
川
舟
運
の
発
達
を
み

て
く
る
と
、
運
河
も
重
要
な
役
割
を
持

ち
、
物
資
の
み
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、

人
や
文
化
を
も
運
び
、
自
然
に
優
し
い

運
送
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治

以
降
、
鉄
道
や
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て

次
第
に
河
川
舟
運
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

河
岸
を
形
成
し
て
い
た
河
川
沿
い
の
町

も
ま
た
消
え
て
い
く
。
時
代
の
流
れ
と

は
い
え
寂
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
河
川
整

備
の
一
つ
に
舟
運
の
復
元
を
図
り
た
い

も
の
だ
。

た
水
運
機
構
を
営
ん
で
い
た
点
を
解
明

す
る
。
そ
れ
は
、
運
送
方
役
所
を
核
と

し
た
江
戸
廻
遭
機
構
を
組
織
し
、
運
送

奉
行
指
揮
の
も
と
に
、
10
艘
前
後
の
藩

船
を
霞
ヶ
浦
・
北
浦
、
利
根
川
、
江
戸

川
に
航
行
さ
せ
、
国
許
の
水
戸
城
付
領

か
ら
江
戸
の
藩
邸
に
物
資
を
輸
送
す
る
。

他
方
霞
ヶ
浦
に
面
し
た
地
域
で
は
、
農

民
た
ち
に
よ
る
年
貢
諸
物
資
の
江
戸
納

め
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
農
民
船
が
運
航

し
た
。

河
川
舟
運
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る

川
名
登
著
﹃
河
岸
に
生
き
る
人
び
と
ー

利
根
川
水
運
の
社
会
史
﹄︵
平
凡
社

１

９
８
２
︶
は
、
利
根
川
沿
い
の
河
岸
形

成
と
そ
の
実
態
を
実
証
す
る
。
同
著

﹃
近
世
日
本
水
運
史
の
研
究
﹄︵
雄
山
閣

１
９
８
４
︶
で
は
、
奥
州
福
島
か
ら
江

戸
へ
米
穀
を
運
ぶ
場
合
、
瑞
賢
が
寛
文

11
年
︵
１
６
７
１
︶
に
東
廻
り
航
路
を

開
発
し
た
福
島
よ
り
、
阿
武
隈
川
水
運

に
よ
っ
て
太
平
洋
岸
の
荒
浜
湊
ま
で
下

り
、
そ
こ
か
ら
回
船
に
積
み
替
え
、
太

平
洋
岸
を
南
下
し
、
利
根
川
の
河
口
の

銚
子
湊
に
入
港
、
こ
こ
よ
り
利
根
川
、

江
戸
川
水
運
に
よ
っ
て
、
江
戸
に
到
達

す
る
。
こ
の
書
で
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
は

河
川
水
運
︱
海
運
︱
河
川
水
運
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
完
結
す
る
と
主
張
し
、
東

廻
り
海
運
と
利
根
川
水
運
、
江
戸
幕
府

の
内
陸
水
路
と
川
船
支
配
機
構
と
流
通

体
制
を
追
求
す
る
。

ま
た
、
同
著
﹃
河
川
水
運
の
文
化
史
﹄

︵
雄
山
閣

１
９
９
３
︶
に
よ
れ
ば
、
幕

末
の
国
学
者
平
田
篤
胤

ひ
ら
た

あ
つ
た
ね

が
利
根
川
流
域

に
来
遊
す
る
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

草
莽
の
国
学
で
あ
る
﹁
下
総
国
学
﹂
が

お
こ
り
、
国
学
者
宮
負
定
雄

み
や
お
い

や
す
お

、
農
村
指

導
者
大
原
幽
学
ら
を
輩
出
し
、
ま
た
布

川
河
岸
の
医
者
赤
松
宗
旦
は
千
葉
周
作

や
葛
飾
北
斎
ら
、
多
く
の
文
化
人
と
の

交
遊
を
通
じ
﹁
利
根
川
図
志
﹂
を
著
す

な
ど
、
利
根
川
の
水
運
に
よ
っ
て
絵
画
、

俳
句
な
ど
の
江
戸
文
化
が
流
入
し
、
独

自
な
利
根
川
文
化
圏
を
生
み
出
し
た
、

と
考
察
す
る
。

さ
ら
に
、
同
著
﹃
近
世
日
本
の
川
船

研
究
︵
上
︶
﹄
︵
日
本
経
済
評
論
社

２

０
０
３
︶、﹃
近
世
日
本
川
船
研
究
︵
下
︶﹄

︵
２
０
０
５
︶
は
、
岩
木
川
、
雄
物
川
、

北
上
川
を
は
じ
め
、
各
地
の
古
文
書
か

ら
全
国
の
河
川
に
か
か
わ
る
舟
運
の
成

立
、
各
藩
の
川
船
支
配
、
川
船
の
種
類

︵
高
瀬
船
、
角
倉
船
、
小
廻
船
︶、
川
船

の
分
布
な
ど
を
実
証
す
る
。
岩
木
川
を

み
て
み
る
と
、
弘
前
藩
は
︵
１
６
６
４

年
︶
寛
文
３
蔵
米
輸
送
５
艚
を
建
造
し
、

岩
木
川
を
上
下
す
る
と
と
も
に
十
三
湊

か
ら
海
上
に
出
て
鰺
ヶ
沢
ま
で
航
行
。

藩
は
船
頭
や
水
主
を
召
し
抱
え
る
が
川

船
の
運
営
か
ら
利
益
が
上
げ
ら
れ
ず
、

民
間
船
︵
農
民
船
︶
に
援
助
を
与
え
て
、

藩
の
物
資
を
輸
送
す
る
経
過
を
論
じ
る
。

正
保
４
年
︵
１
６
４
７
︶
川
越
城
主

松
平
伊
豆
守
信
綱
が
、
荒
川
の
支
流
新

河
岸
川
に
多
く
の
屈
曲
を
つ
け
、
舟
の

運
行
に
適
す
る
水
量
を
確
保
す
る
改
修




